
利
休
居
士
の
遣
編
に
就
て

は

し

が

き

柴

「

山

全

慶

茶
道
完
成

の
互
匠
利
休
居
士
示
豊
太
認
の
忌
諦
に
ふ
れ
、
途
に
死
を
宜
せ
ら
れ
て
堺
に
下
向
し
、
天
正
十
九
年
二
月
二
十
五
日

人
世
七
十

力
囲
希
咄

我
這
貿
劒

佛
阻
共
殺

の
遺
偶
を
壷
円き
、
同
月
二
十
八
爾
、
最
後
の
茶
を
喫
み
絡
つ
て
悠

々
切
腹
し
た
劇
的
事
件
は
、
普
く
入
の
知
る
虚
で
あ
る
。
其
後
こ
の
遺

,

偶

の
解
意
に
就
て
、
徳
川
の
初
期
以
來
紛
粛
た
る
諸
論
を
見
る
の
で
あ
嬉
が
、
畢
寛
そ
の
原
因
と
す
る
と
こ
ろ
の
中
、如
は
、
該
渇
語
中
第

二
句
目
の

「
力
団
希
」
の

一
句
に
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

然
る
に
、
古
來
こ
の

「
力
掴
希
」
に
醤
し
、
多
く
の
人

々
が
そ
の
見
解
を
開
隙
し
、
特
に
近
舘
茶
道
の
興
隆
と
共

に
諸
方
の
名
士
が
そ

の
薄
蓄
を
傾
綱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
で
、
而
も
猫
こ
の
語
の
検
討
に
萬
人
を
首
肯
せ
し
む
る
に
足
る
手
縫
き
を
4,八く
醸

み
が
あ
る
蝶

に
思
は
れ
■る
。
故
に
そ
の
憾
み
を
補
ふ
意
味
に
於
て
、
藪
に
前
年
來
折
に
ふ
れ
て
、蒐
集
し
た
材
料
を
整
理
し
、
多
少
と
も
正
し
き
理
解
に

導

か
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
頁
数
制
限
の
た
め
十
分
の
意
を
鑑
し
得
な
い
の
は
淺
念
で
あ
る
。

文
献
に
見
る

「
力
罎
希
」
の
年
代
的
序
列

云
ふ
迄
も
な
く

「
力
漕
希
」
は
所
請
る
膵
語
と
し
て
吉
.隈
輝
者
の
間
に
多
く
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
こ
の
語
が
文
宇
上

「
力
」
希
、

力
口
希
、
力
章
希
、
力
園
希
、
力
副
稀
、
力
嗣
規
」
等
多
少
の
揖
入
を
添
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
是
等
の
文
宇
上

の
鐵
入
の
検
討
は

一

切
後
節
に
譲
り
、
こ
瓦
で
は
こ
の
三
宇
よ
9
。成
る

一
語
の
存
在
を
、
今
H
迄
記
録
し
得
た
文
献
に
ょ
り
年
代
的
序
列
を
試
み
る
こ
と
エ
す

一



二

 

る
。1

「
力
園
規
」

馬
狙
道

一
輝
師

(西
七
八
八
寂
)

輝
宗
誌
、
第
四
六
巻
、
第
九
號
に
於

て
、
今
井
老
師
け
利
休

の
潰
偶
に
關
す
る
解
誇
中

「蜀

の
秀
鷺
O
力
圃
窺
は
馬
大
師
似
ホ
澗
語
と
し

て
宗
門
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
景
徳
億
鐙
録
、
玉
燈
會
流
禽
の
馬
組
億
及
罵
親
録
に
こ
の
語
力
糖
見
し
得
な

い
や
う
で
あ
る
。

2

・・「
力
口
希
」

雲
門
匡
貫
輝
師

(
西
九
四
九
寂
)

雲
門
廣
録
は
、
,宋
、
紳
宗
帝
、
熈
寧
九
年

、(
西

一
〇
七
六
)
上
梓
。
故
に
利
休
遺
偶
申
の

「
力
圃
希
」
の
出
典
と
し
て
は
、
今
厨
の
と
こ

ろ
最
古
の
輝
録
で
あ
る
。

綱

宗

頚
.

咄
々
々
、
力
口
希
、
輝
子
誇
、
巾
眉
岳
。

3

「
組
庭
事
苑
」

宋
、
元
符
年
間
編
、
(
西

一
〇
九
八
)

善
郷
師
節
の
饗
に
な
る

一
種

の
蹉
典
。
然
し
こ
の
事
苑
に
は
雪
餐
頚
古
よ
り
摘
出
し
た
る

「
回
」

に
封
し

因

、
習
章
。

4

・「
力
園
希
」

韓
利
休

(西

二

四

一
死
推
定
)

蜀
成
都
の
入
、
韓
利
休
遣
偏

入
生
七
十
力
園
希
、
肉
痩
骨
枯
氣
未
微
、

這
裡
咄
提
王
寳
劒
、
盤
呈
佛
組
共
殺
機
。

然
し
目
下
の
と
こ
ろ
韓
利
休
の
逸
事
は
、出
典
明
確
な
ら
す
、多
分
に
紳
話
的
で
あ
る
。
(輝
宗
誌
第
四
六
巻
第
九
號

、
茶
道
百
話
等
参
照
)

5

「
力
画
希
」

無
明
慧
性
輝
節

(西
。ご

一三
七
寂
)

「
上
堂
云
、
秋
風
離

々
、
秋
色
依
々
、
秋
雲
淡
停
.
秋
月
分
輝
、
蒙
不
彫
之
心
即
、
歌
似
鐵
牛
之
機
、
阿
呵
々
、
力
翅
希
、
再
三
掛
捷
始

慮

知
。
」



6

「
力
幽
喘
」

虚
堂
智
愚
膵
師

(
西

=

一六
九
寂
)

「卓
主
杖
日
、
力
瞬
稀
、
咄
咄
咄
」
(盧
堂
録
第
二
巻
〉
「希
」
が

「喘
」
と
な
つ
て
ゐ
る
点
が
異
る
。

7

「
力
章
希
」

無
學
阻
元
輝
師

(
西

一
二
八
六
寂
)

日

本
、
嘉
慶
二
年

(西

=
二
八
八
)
義
堂
騨
師
の
撰
し
た
る

「
貞
和
類
聚
組
苑
聯
芳
集
」
巻
四
に
、
北
條
時
宗
の
招

き
に
ょ
り
弘
安
三
年

來
朝
せ
る
圓
鍋
寺
開
山
無
學
組
元
輝
師
の
日
本

へ
出
立
を
饒
し
た
詩
が
あ
る
。

饒
眞
如
無
學
麿
日
本
幅
山
之
命
、

一
峯
齊

萬
松
吟
歩
狽
邊
々
、
心
與
身
閑
道
自
肥
、

,
一
封
験
人
双
碧
眼
、
眉
間
掛
劒
力
章
希

8

「
力
囲
希
」

東
輻
寺
、
白
雲
恵
曉
脚
師

延
責
傳
燈
録
巻
十
、
正
慮
五
年
上
堂

(
西

一
二
九
二
)

住
東
頑
乳
香
供
聖

一
上
堂

聲
前

一
句
量
外
機
、
三
八
九
力
財
希
、萱
鏡
當
璽
不
鑑
、薫
風
來
畑
薔
薇
、-
諸
人
如
會
得
八
両
孚
斤
.
如
會
不
得
牛
斤

八
爾
、
且
道
秤

落

井
時
斤
両
何
塵
、
卓
主
杖
日
、
参
。

9

「
力
圃
希
」

妙
心
寺
、
鐵
山
宗
鈍
輝
師

(西

=
ハ
一
六
寂
)

鐵
山
録
、
(
天
球
院
藏
)の
金
剛
経
供
養
文
中
に

「
本
來
如
露
亦
如
電
(
中
略
)
宜
哉
復
莫
實
諸
所
無
會
慶
、
咄
咄
力
回
希
」
と
あ
り
、
天
正
十
七
年
(
西

一
五
八
九
)撰

丈
ら
し
い
。

10

「
力
囲
希
」

利
体
居
士

(西

一
五
九

デ
寂
)

天
正
十
九
年
二
月
二
十
五
日
書
"、
遺
偶
。

人

世
七
ナ

、
力
回
希
咄
、
吾
這
貿
劒
、
佛
租
,共
殺
。

利
休
居
士
の
孫
宗
且
居
士
は
之
を
罵
す
に

人

生
七
十
、
力
園
希
咄
、
吾
這
資
劒
、
佛
組
共
殺
乏
な
し
て
ゐ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

p

三



四

11

「
力
口
」

澤
庵
宗
彰
馨
師

(
西

=
ハ
四
五
寂
)

「
利
休
居
士
の
茶
道
」
千
宗
守
著
、
こ
の
中
に
居
士
騨
世
の
章
が
あ
り

「
随
地

}
下
」

の
意
を

「
力
口
」
と
置
塾
。
字
し
こ
の
讃
需
が
紹
介

せ
ら
れ
て
ゐ
る

力
ロケ
秘
密
藏
、
八
字
打
開
、
不
躇
横
路
、
直
入
得
來
。

元
和
四
暦
孟
度
日

澤
庵
野
柄
書
、

12

「
咄
々
齋
」

千
宗
且

(
西

一
六
五
八
寂
)

「
力
園
齋
」

山
田
宗
偏

(西
、一
七
〇
八
寂
)

利
休
居
士
の
孫
宗
且
元
伯
は
、
自
か
・身
咄
々
齋
と
號
し
.
又
愛
弟
子
宗
備
に
力
幽
齋
と
號
を
奥

へ
て
ゐ
る
。

13

「
力
泌
希
」

藤
林
句
集
、
(
西
二

六
八
八
刊
行
)

'

著
者
、洛
橋
は
雲
門
録
よ
り

「
咄
々
々
力
幽
希
」
・を
六
雷
句
中
に
輯
鋒
し
、
「
リ
キ
イ
キ
」
と
蝦
名
を
附
し
て
ゐ
る
。
特
に
假
名

の
附
せ
ら

れ

て
ゐ
る
こ
と
は
、
貞
和
集
の
力
章
希
と
共
に
、
そ
の
苦
讃
に
就
て

一
つ
の
意
見
を
呈
示
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

14

・「
力
四
嚇
」

無
薯
道
忠
騨
師
人
西

一.七
四
四
寂
)

道
忠
輝
師
は
亨
保
十
四
年
八
月
、
七
十
七
歳
の
時
(西

}
七
二
九
)
「
虚
堂
鎌
卑
耕
」
を
脱
稿
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
そ
の
第
五
巻
に

「力
顯
窮

咄

々
々
」
を
註
し
て
ゐ
る
が
、
「
遡

ハ
ロ

ニ
作

ル
ベ
シ
、
喘
ハ
希

二
作

ル
ベ
シ
」
と
訂
正
し
て
ゐ
る
。
こ
の
訂
正
は
自
然
そ
の
語
意
に
も
あ

る
示
唆
を
投
げ

て
ゐ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。

馴
一

 

「
力
阿
希
」
は

「
力
口
希
」
と
書
ぐ
を
正
し
と
す
る
読

「
力
囲
希
」
の
丈
献
に
於
け
る
歴
史
的
序
列
が
雲
門
録
を
第

一
と
す

る
時
↓此
の
語
は
雲
門
録
に
よ
つ
て
そ
の
丈
字
上

の
形
を
決
定
す
る
こ

と
は
、
最
も
愛
當
で
あ
る
と
考
ぺ
ら
れ
る
。
從
つ
て
同
録
の
書
誌
的
検
討
を
要
す
る
と
と
は
ニム
ふ
迄
も
な
い
。
然
し
今
は
假
り
に
左
の
文



献

に
依
る
こ
と
ム
す
る
。

①

大
正
新
修
大
藏
経
、
・第
四
十
七
春
、
諸
宗
部
凪
、
雲
門
匡
貫
郡
師
廣
録

巻
上

「
咄
咄
咄
、
力
③
口
希
、
輝
子
語
、
中
眉
岳
」

③
口
"
章
㊥
㊥

⑱
壇
上
寺
報
恩
藏
明
本
古
尊
宿
語
録
之
内

㊥
慶
安
二
年
版
、
大
谷
大
學
藏
本

②

人
天
眼
目
臆
詮
、
(
享
保
十
八
年
西

一.七
三
三
撰
述
)雲
門
宗
の
章
に

「
咄
咄
咄
、
力
魁
㊥
本
録
作
口
希
繭
奮
解
云
助
詞
也
輝
子
誇
,
中
眉
岳
」

ゆ
虚
堂
録
箪
耕

(
享
保
十
四
年
西

一
七
二
九
稿
)

力
四
稀
、
咄

々
々

忠

日
～
四
當
レ作
レロ
、
雪
門
録
作
レ凶
、
回
字
ハ前
ノ
一
ノ
延
輻
入
丈
緋
ス
、
囁
叉
當
レ作
レ希
、
雲
門
録
二作
レ希
。

以
上
に
よ
つ
て
明
か
な
る
如
く
、雲
門
録
に
見
る
三
種
の
別
、力
口
希
,
力
回
希
、
力
章
希
は
、
「
力
口
希
」
と
書
く
を
最
も
正
し
と
し
、

且

つ
根
撮
た
る
形
と
見
る
べ
き
セ

あ
ら
う
。

從

つ
て
、
道
忠
騨
師
の
考
誰
に
よ
れ
ば
、
、虚
堂
録
に
見
る

「
力
暦
喘
」
も

「
力
口
希
」
の
誤
り
乃
至
は
當
宇
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
、
な
る
。

闘
■一
一

 

「
力
西
希
」
を

「
リ
キ
イ
キ
」
と
讃
む
べ
き
か

「
リ
キ
カ
キ
」
と
護
む
べ
き
か
の
問
題

　

現
在

「力
四
希
」
は

「
リ
キ
イ
キ
」
と
「
リ
キ
カ
キ
」
と
の
二
檬
の
讃
み
方
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
四
字
の
昔
を

「
イ
」
と
讃
む

べ
し
と

す

る
意
見
と
、
「
ヵ
」
又
は
.「
ク
ワ
」
と
讃
む
べ
し
と
す
る
意
見
と
の
二
つ
が
あ
る
。
騨
林
句
集
は
力
吻
希
に

「
リ
キ
イ
キ
」
と
木
版
刷

の

假
名
を
付
し
、
虚
堂
鋒
の
あ
る
木
版
本
に
は
力
囲
啄
の

竹
囲
」
字
に
「
ク
ワ
」
と
假
名
を
付
け
、
い
つ
れ
も
そ
の
音
訓
に
特
別

の
注
意
を
喚

五



山
ノ、

起
し
て
ゐ
る
の
が
あ
る
。

,

和
訓
略
解
藤
林
句
集
、
山
本
俊
岳
編
は
、
藤
林
句
集
古
來

の
音
訓
を
改
,め

「
リ
キ
カ
キ
」
と
假
名
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
註
、
如
何
な
る

理
由
に
て
古
來
よ
ゆ
の
音
調
を
改
め
ら
れ
し
や
、
と
の
聞
ひ
に
封
し
、
山
本
師
の
答

へ
は
馨

リ
キ
イ
キ
」
・と
談
み
て
は
何
と
し
て
も
意
味

通
ぜ
す
、馳
依
つ
て

「
リ
キ
カ
キ
」
と
讃
み
あ
の
略
解
を
つ
け
た
。
然
し
確
た
る
根
嬢
な
き
故
、
何
時
に
て
も
訂
正
し
て
よ
ろ
し
い
。
と
云

ふ
こ
と
で
.あ
つ
た
。
)

①

阿
を

「
イ
」
と
讃
む
べ
し
と
す
る
論

阻
庭
事
苑
雀
二
に
、
「
賜
替
章
」
と
あ
り
、
普
燈
録
巻
五
に

「
音
ノ
繹
日
、
四
戸
臥
切
」
と
あ
り
、
道
忠
羅
師
は
之

に
添

へ
て

「
叢
林
相
傳

作
昌唯
字
上
聲
一呼
」
と
あ
る
。

、

然

る
に
寛
文
九
年
版
の
碧
黛
録
抄
の
著
者
は
、特

に

「
ロ

バ
古
ノ
園
ノ
宇
、音
牽
デ
ソ
ロ
、
シ
カ
ル
ヲ
郷

(租
庭
事

〃
著
者
ノ

コ
ト
)

ハ
吻

ヲ
音
章
ト
訓
ゼ
ラ
レ
タ
ハ
未
詳
也
」
と
云
ふ
て
ゐ
る
。
尤
も
の
詮
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
し

「
力
嗣
希
」
は

{、力
口
希
」
の
誤
書
で
あ

る
と
す
れ
ば
、

「
吻
」
を

「
イ
」
と
訓
す
る
こ
と
も
肯
定
せ
ら
れ
て
く
る
。

虚
堂
録
梨
耕
第
四
に
於
て
道
忠
縄
師
曰
く

り
ひ

　

「
忠

日
、

囲

ノ
音

託

レ
章

有

二
由

來

一
、

雲

門

,
語

云

、
咄

々

々
力

口

希

、

此

口

音

章

而

謬

爲

作

二
力

跡
希

一、
亦
爲

蓋
日
奪

一、
途

以

二
四

宇

一爲

二
昔

章

'也
」

碧

岩

録

砂

、
巻

七

、
雑

華

院
藏
…古

爲

本

に
は

　
　　

「
吻
ハ集
韻
胡
臥
切
、
牽
船
聲
也
、
郷
云
音
掌
、
此
義
奈
何
私
云
、
雲
門
三
掌
頚
云
・
咄

々
々
力
口
希
…脚
子
詠
中
周
轡
、

古
抄
云
、
凹
…音
章

而
於
昌其
中
一有
二力
字

一、
力
口
二
字

ハ
懸
宇

の
分
字
也
、
希

ハ
助
字
、
力
口
希
ト
云

モ

「
ヱ
イ
」
ト
云

フ
義
也
。
只
鋼
字
ノ
心

ニ
テ

「
ヱ

ぞ

イ
」
ト
云
フ
カ
ヲ
出
　之
義
也
抽
郷
睦
庵
鋤

ノ
喬
章
ト
云

モ
、
分
ル
時
ノ
義
ヲ
以
テ
ロ
音
ト

}
如
ト
云
肴
鰍
L

道
忠
輝
師
は
雲
門
錬
の

「
力
口
希
」

の
誤
書
な
る
を
以
て
力
遡
希
と
書
か
れ
て
ゐ
て
も

「
リ
キ
イ
キ
」
と
訓
め
と
云
ふ
の
に
封
し
、
ク

岩
砂
の
著
者
は
、
雲
門
録
に
よ
る
と
云
ふ
、航
を
積
極
的

に
支
持
し
て
ゐ
な
い
。
然
し
「
力
口
」
は
「
画
」
の
分
字
な
る
が
故
に
,
「
幽
ノ
音
章

　

 ト
云
フ
モ
、
分
ル
・9時
ノ
義
ヲ
以
テ
ロ
音
ト

一
如
ト
云
者
欺
」
と
別
の
角
度
よ
り
溝
極
的
に

「
鋤
」
も

「
イ
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
を
支
持



し
て
ゐ
る
..

笥

幽
を

「
ヵ
」
と
讃
む
べ
し
と
す
る
論

(

四

を

「
ヵ
」
と
讃
む
べ
し
と
主
張
さ
る
工
理
由
は
、
力
遡
希
を
力
口
希
の
誤
爲
と
見
ざ
る
こ
と
、
從

つ
て
翅
字
を
掌

そ
の
も
の
の
晋
と
、

そ
の
意
味

(
心
華
開
襲
)
と
に
ょ
り
支
持
す
る
こ
と
に
由
來
す
る
。

虚
堂
録
梨
耕
第
四
に
於

て
道
忠
繹
師
は

「
字
彙
日
、
切
胡
臥
ノ
切
火
虫
聲
、
進
船
聲
」

,

り
　

「
忠
日
、
慮

由
優
曇
寳
鑑
十
丁
七
日
、
墜
乎
這

一
箇
字
、
隔
二瀧
多
少
人
一、
殊
不
レ知
此
字
玉
篇
明
載
、
戸
臥
反
阿
宇

去
聲
二
呼
也
、
此
箇
四

字

一
切
世
人
口
中
未
二嘗
不
一説
、
喩
如
二失
レ物
人
一忽
然
簿
寛
不
レ発
嚢
二此

一
聲
一、
是
囲
字
也
、
宗
門
多
舜
二此
字

一者
蓋
尋
レ師
訪
レ道
之

人
、
参
究
三
十
年
忽
然
心
華
稜
現
、
會
二得
此
纂
嶋不
レ覧
懸
地

一
聲
如
二
失
レ物
得
レ見
、
慶
二快
李
生
是
其
字
義
也
」

輝
學
麟
典
、
瀞
保
如
天
、
安
藤
文
英
共
著

「國
」
船
を
牽
く
聲
。
力
を
出
す
時
の
掛
聲
。
物
を
失
ひ
て
忽
然
尋
ね
得
た
る
時
稜
す
る

一
聲
也
。
囲
地

一
聲
、
吻

地

「
下
な
ど
あ
り
。

音

「
ク
ワ
」を
正
し
と
す
。

和
訓
略
解
騨
林
句
集
、
山
本
俊
岳
著

「

り
ぺ
　
ぎ

咄

々
,々

力

回

希

」

解

旨

く

「
馬

鹿

め

が

、
眞

に
悟

る
者

は

希

だ

ぞ

」

以
上
を
綜
合
す
る
に
、
廻
を
「
吻
」
又
は
「
ク
ワ
」
と
音
訓
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
読
ば
、
皆
圃
を
字
そ
の
も
の
の
意
味
内
容
よ
り

「
ヵ
」

を
正
し
と
し
て
ゐ
る
檬
で
あ
る
。
然
し
こ
の
読
は

一
磨
愛
當
な
る
が
如
く
で
あ
る
が
、

一
つ
の
疑
点
を
麓
じ

て
ゐ
る
と
も
考

へ
ら
れ
る
。

帥
ち
罰
が
、
字
そ
れ
自
身
に

「
思
は
す
嚢
す
る
」
力
張
い
掛
け
聲

(
擬
音
)
な
の
に
、
更
に
力
字
を
添

へ
て

「
力
翅
」
と
す
る
こ
と
は
重

復

の
憾
み
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
古
來
の
用
法
を
晃
る
も
、
四
地

一
下
、
罎
地

一
聲
と
熟
字
す
る
も
、
力
溺

叫
聲
,
力
紐

「
下
の
用
例
を

襲
見
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

㈲

獲
聲
上
よ
り
の
、見
解

口
、
圃
、
阜
は
い
つ
れ
も
同

一
の
音
で
あ
つ
て
、

一
種
の
喉
音

輯≦
。一
で
あ
り
、
・日
本
的
に
は
ヰ
又
は
、4
と
云

へ
る
。
希
、
稀
は
い
つ

七



八

れ
も
同

一
種
鄭
の
普
費
あ
つ
て
、
現
代
支
那
…膏
で
は

㎞憲

で
あ
る
が
,
露
く
は

メ
焔鼠
で
あ
つ
た
と
恵
は
れ
、
日
本
的
に
Yは
キ
で
あ
る
。

カ
の
現
代
支
郵
晋
は
で

盤
で

あ
る
が
、
吉
く
は
入
聾
が
騰
つ
て
ゐ
距
と
す
べ
き
で
あ
る
か
ら

圃も
簿

で
あ
つ
た
ら
う
。
從
つ
て
臼
本

的
に
は
ウ

キ
で
あ
る
。

以
上
を
考
ふ
る
時

「
力
日
希
」

の
三
字
の
膏
は
、
古
來
よ
ゆ
護
み
來
れ
る
如
く

「
リ
キ
イ
キ
」
と
す
る
が
癒
當
の
如
く
に
考

へ
ら
れ
る
。

　

音
訓
は

一
慮
以
上
の
如
き
も
の
と
し
て
、
さ
て
入
天
眼
臼
臆
論
に

「
力
羽
註
本
録
作
レ踊
、
希
註
蕎
解
云
助
詞
也
」
と
あ
り
、
雑
華
院
藏

本

の
碧
岩
録
古
抄
に

「
力
躊
ノ
ニ
字

ハ
幽
ノ
分
字
也
、
希

ハ
助
ヶ
字
、
力
口
希
卜
云

フ
モ

「
ヱ
イ
」
ト
云
義
也
」
と
あ
る
は
、
何
を
意
味

し
何
を
示
唆
す
る
か
、
邸
ち

「
希
」
を
助
討
也
と
す

る
意
味
は
何
か
の
問
題
で
あ
る
。

襲
聲
上
よ
り

「希
」
を
助
詞
と
す
る
意
味
は

「
口
」
の
喉
普
を
張
く
且
つ
霜
…長
く
護
晋
す
る
時
、
自
か
ら
そ
之
に
主
た
る
宇
の
音
を
助
け

る
昔
の
生
つ
る
事
は
當
然
で
あ
る
。
か

、
る
…場
合
之
を
文
字
に
て
現
は
す
時
、
張
く
襲
晋
さ
れ
た
る
」
字
を
二
字

に
て
書
き
表
は
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
卵
ち
希
の
助
詞
た
る
意
味
は

「
口
」

の
獲
晋
を
強
め
助
け
る
意
味
に
外
な
ち
な
い
。
換
轡
す
れ
ば

「
口
希
」

の
二
字
は
、

護
音
と
し
で

「
ウ
ヱ
ー
イ
」
と
云
ふ
張
く
長
い

一
音
と
見
る
こ
と
が
娼
來
る
。

例

へ
ば
支
那
に
於
て
あ
る
地
方
の
方
言
と
し
て

「
職
標
」
を
表
現
す
る
場
合

「恐
」
の

一
宇
を

「
蟹
供
」
と
こ
宇

の
焚
音
に
て
云
ひ
現
さ

れ
て
ゐ
る
こ
と
が

「詮
文
誌
」
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
如
き
が
例
詮
で
は
な
か
ら
う
か
。

・

次
に

「囲
」
の
音
は
、
前
述
の
如
く
二
つ
に
嚢
音
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

1

阻
庭
事
苑
、
雀
二
「
画
音
章
」

2

普
燈
録
巻
二
十
、
「
晋
繹
日
、
灘
戸
臥
切
」

組
庭
事
苑
は
今
日
吾
が
國
に
於
て
何
入
も
そ
の
音
訓
に
疑
議
を
挾
ま
す

一
様
に
ヵ
と
嚢
音
し
て
ゐ
る
碧
居
録
第
六
十
六
則

「
岩
頭
引
頸
云

回
」
の
音
訓
に
封
す

る
註
な
る
所
た
嚢
聲
上

の
問
題
を
淺
し
て
ゐ
る
o

(
註
。
諸
録
俗
語
解

ニ
ハ
、
幽
唐
音

「
オ
ゥ
」
重
キ
モ
ノ
ヲ
引
ク

故
思

ハ
ズ
聲

「
オ
ウ
」
ガ
出

ル
ナ
リ
、
ト
ア

ル
。
)

普
灯
録
は
今
日
習
々
の
常
識
に
添
ふ
書

訓
で
あ
つ
て

「
上
敷
、
線
噌
紅
稀
臼
、
蜂
忙
…蝶
困
時
、
本
※
蟹
諏
目
、

一
黙
尽
曾
移
、
嚇
」
と
云

ふ
、
漢
州
無
儒
随
庵
守
線
灘
師
の
上
堂
法
語
に
封
す
る
習
繹
で
あ
る
。



こ
の
二
つ
の
酊
字
の
用
例
は
、
そ
の
内
面
的
意
味

に
は
相
逮
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
、
そ
の
使
用
の
場
所
と
し
て
は
獲
醤
に
甲
乙
の
生
つ

る
理
画
の
認
め
難
い
虚
な
る
に
も
不
拘
、
二
人
の
宋
代
の
輝
曾
が
何
故
に

一.は

「
音
章
U
と
云
ひ
、

一
は

「
戸
臥
切
」
即
ち

「
火
叉

ハ
賀

ノ
去
聲
」
と
云
ひ
、
両
者
の
間

に
鷺,
訓
の
相
違
を
生
じ
た
で
あ
ら
う
か
。

之
に
封
す
る
答
え
は
自
然
道
忠
縄
師
が
虚
堂
録
舞
耕
第
四
κ
、
「
雲
門
語
日
咄

々
々
力
口
希
、
此
口
音
章
、
而
謬
爲
作
二力
廻
希

一、
亦
爲
昔

章

、
途
以
河
字
爲
音
草
也
」
と
示
せ
る
編
に
蘭
聯
噺
・持
つ
て
來
る
。
邸
ち
「
力
口
希
」
を
何
故
に

「
力
財
希
」
と
謬
篇
す

る
に
蚕
つ
た
か
、

叉
何
故
に
誤
爲
し
て
も

「
イ
」
と
習
訓
す
る
か
の
問
題
に
闊
聯
を
も
つ
て
來
る
。

思
ふ
に

「
力
口
希
」

は
元
來
語
・℃
の
も
の
に
直
接
意
味
、の
あ
る
語
に
非
す
.

一
種
の
擬
晋
語
に
外
な
ら
な
い
。
若
し
然
り
と
す
る
時
、
」

力

四
希
が
現
實
に
稜
音

せ
ら
る
製
時
.
力
字
の
語
尾
晋

と
囑
宇
の
語
頭
音
と
は
混
同
浩
失
し
、
力
口
希
と
殆
ん
ど
音
債
を
等
し
く
す
る
類

似
音
と
な
つ
て
來
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
即
ち
口
と
遭
と
の
混
用
は
、
目
よ
り
來
る
相
似
の
誤
爲
も
さ
る
事
乍
ら

弟
控
音
の
相
似
よ
り
來

る
混
清
と
見
ら
る
る
事
も
當
然
で
は
な
か
ら
う
か
。

以
止
の
こ
と
を
勘
考
す
る
時
,
よ
し
約
百
年
の
時
代
的
相
違
と
、
著
者
の
住
居
す
る
地
理
的
相
逮
亀
夢
た
り
と
す
る
も
、
・同

　
宋
代
の
両

緯

僧
が
、
阻
庭
事
苑
は

「
音
草
」
と
云
ひ
、
普
燈
録
は

「晋
戸
臥
切
」
と
云
ふ
相
違
も
.
擬
音
語
と
し
て
は
寧
ろ
彊
ち
に
問
題
と
す
べ
き

相
違
に
非
る
事
が
が
考
く
ら
れ
、
同
橡
の
理
由
に
於
て

「
力
口
希
」
が

「
力
颪
希
」
と
な
る
こ
走
も
擬
音
語
九
る
語
本
來
の
性
格
上
自
然

の
混
清
で
あ
つ
た
と
考

(
ら
れ
、
從

つ
て
力
草
撤
も
力
回
稀
も
同
様
に
、
稜
音
上
よ
り
來
る
混
用
と
考
ふ
る
こ
と
は
.

一
磨
當
然
と
す
る

結
論
が
得
ら
れ
る
如
く
に
思
は
れ
.る
。

之
を
要
す

る
に
、稜
音
上
よ
む
考

へ
て
、力
口
希
門
力
章
希
.
力
幽
希
、
力
四

驕
等
が
混
用
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
自
身
、
混
用
す
、

る
も
何
等
支
障
を
來
さ
y
る
程
嵐
に
類
似
す
る
擬
音
語
な
る
こ
と
の
鐙
左
と
云
ひ
得
る
の
で
憾
な
か
ら
う
か
。
從

つ
て
力
口
希
、
力
泌
希

等

の
語
を
,
丈
字
の
意
昧
都
ち

「
謝

ハ
湖
地
]
聲
心
華
謝
嚢
ヲ
意
味
ろ
ル
」
と
か

「
ロ
バ
園
ノ
略
寧
デ
カ

ガ
國
続

ス
ル
意
味
」
等
に
よ
つ

て
理
解
せ
ん
と
す
る
は
學
ろ
誤
り
で
あ
る
と
兄
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

要
結
。
以
上
を
勘
考
す
る
に

「力

幽
希
」
は

占
來
よ
り
の
音
訓
の
如
く
「
リ
キ
イ
キ
し
と
す

る
を
至
當

と
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
(
催
り
に

「力

口
」
は
「
融
」
と
そ
の
意
昧
内
容
を
同

一
也
と
す
る
も
、
回
を
力
口
と
二
字
に
分
字
す
れ
ば
.
分
字
の
上

に
於
て
各
字
の
音
を
稜
聲
す

九



一
〇

べ
き
が
安
當

の
如
く
考

へ
ら
れ
る
。
)

四

「力
口
」
は
遡
の
分
字

に
過
ぎ
す
、
故
に
分
字

さ
れ
あ
る
も

一
字
と
同

一
意
味
な
り
、
と
の
読
に
就
て
。

ノ

■

雑
華
院
古
爲
本
碧
岩
録
抄
に

「
古
抄

二
云
、
口
書
章
而
於
其
申
有
力
字
、
力
ロ
ノ
ニ
字

ハ
四
ノ
字
ノ
分
字
也
、
希

ハ
助
字
、
力
口
希
ト
云

フ
モ

「
ヱ
イ
」
ト
云
義
也
し

と
あ
り

古
抄

と
は
此
の
場
合
何
を
指
す
か
不
明
な
る
も
、
か
瓦
る
考

へ
方
を
無
條
件
に
否
定
す
る
こ
と
は
出
來
な

い
で
あ
ら
う
。
況
ん
や
交
字
の

國
支
那
に
於

て
、

一
種
の
文
字
上
の
戯
れ
か
ら

「
松
ノ
字
ヲ
公
木
」
と
書
き

「
泉
ノ
字
ヲ
白
水
」
と
二
分
し
て
書
く
こ
と
も
、
必
す
し
も

絶
無
と
は
云
は
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

然
し
.
作
偶
の
都
合
上
文
字
数
を
調

へ
る
た
め
回
字
を
二
分
し
て
力
臼
と
し
.
之
に
助
詞
希
を
加

へ
て
三
字
と
し
て
用
ひ
た
の
で
あ
る

が
、
三
字
と
な
つ
て
ゐ
る
も

「
ヱ
イ
」
と
云

ふ
義
也
と
ず
る
前
記
碧
岩
抄
の
解
は
、
擬
音
語
と
し
て
肯
き
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
之
を

分
宇
な

る
が
故
に
分
挙
さ
れ
あ
る
も
四
字
の
意
味
、
帥
ち

「
四
地

一
下
の
意
味
」
に
解
す

べ
し
と
す

る
意
見

(
今
井
幅
山
、
…脚
宗
誌
、
第

四
六
巻
第
九
號

干
宗
守
、
利
休
居
士
の
茶
道
)
は
、
少
く
と
も
此
の
場
合
無
條
件
に
受
け
容
れ
難
い
と
愚
ふ
。

成
程
四
字
・に
就
て
は

ユ
澤
庵
騨
師
の

「力
口
」
と
二
字
に
分
字
し
た
置
き
字
に

「
箇
秘
密
藏
、
八
字
打
開
、
不
踏
横
路
、
直
入
得
來
」
と
讃
語
を
書
き
し
幅
が

あ
り
、
心
華
獲
得
の
意
が
示
さ
れ
.

2
灘
關
策
進

に

「
忽
然
因
地

一
聲
識
得
自
巳
」
と
あ
り

3
慶
山
蓮
宗
費
鑑
に
優
曇
大
師
は
.「
宗
門
多
言
此
宇
者
、
蓋
尋
師
訪
道
之
人
、
参
究
三
十
年
、
忽
然
心
華
褒
現
會
得
此
事
、
不
箆
四
地

一

聲
如
、
失
物
得
見
、
慶
挟
牛
生
是
其
字
義
也
」
と
読
き



4
白
隠
輝
師
は

「
遠
羅
天
釜
」
に

「命
根
漸
戴
、
懸
地

一
下
の
撒
喜
は
ゆ
め
ゆ
め
こ
れ
あ
る
べ
か
ら
す
」
と
示
す
等

騨

に
於
て
は

「
忽
然
心
華
開
叢
時
ノ
喚
叫
」
從
つ
て

「
諮
然
大
悟
」
時
の
表
現
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
事

實
で
あ
る
。

然
し
、
暉

に
於
て
四
字
を
か
エ
る
蕉
味
内
容
の
下
に
用
ひ
た
る
は
、
寧
ろ
騨
の
蓑

へ
た
る
元
代
以
後
の
事
で
あ
つ
て
、
唐
宋
時
代
の
輝
語

と
し
て
は
端
的
に

「
言
亡
慮
絶
」
の
舷
現
乃
至
は
機
鋒
を
示
す
揖
聲
と
し
て
感
投
詞
的
に
用
ひ
ら
れ
し
も
の
の
如
く

に
考

へ
ら
れ
る
。

例

へ
ば
、
璽

子
の
繹
録

に
現
れ
し
最
も
古
い
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
碧
岩
録
第
六
十
六
則
を
見
る
に

「
岩
頭

(
西
八
八
七
寂
)
問
レ僧
什
慶
庭
來
、
櫓
云
酉
京
來
、
頭
云
黄
棄
過
後
還
牧
得
劒
慶
、
曾
云
牧
得
、
碁
頭
引
頸

近
前
云
回
、・曾
云
師

頭
落
也
、
岩
頭
呵

々
大
笑
」

ヱ

イ

ヱ

イ

キ

愚

と
あ
る
如
く

「
忽
然
心
華
開
食
」
の
意
味
で
は
な
く
、
道
忠
輝
師
が
虚
堂
録
牽
耕
に
註
せ
る
如
く

「
忠
日
、
回
和
語
慧
伊
聲
也
隔
慧
伊
幾

り禮

也
の
掛
聲

に
外
な
ら
な
い
。

叉
、
普
燈
録
巻
二
十
、
守
縁
騨
師
上
堂
の
法
語
を
見
る
に

「
上
堂
、
線
曙
紅
稀
日
、
蜂
忙
困
時
、
本
來
眞
面
目
,

一
鮎
不
曾
移
、
囲
。
」

で
あ
ウ
、絡
言
繕
慮
底
の

一
叫
、
に
外
な
ら
す
、
優
曇
大
師
の
論
く
如
き

「
心
華
護
得
」
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
で

は
ゐ
な
い
。

、

更

に
翻
つ
て

「力
口
希
」
三
字
句
と
し
て
の
騨
録
中
の
用
例
も

1
雲
門
録

咄
々
々
、
力
口
希
、
輝
子
諺
、
申
眉
岳

2

無
明
慧
性
語
録

「
蒙
不
彫
之
心
印
、
歌
似
鐵
牛
之
機
、
阿
呵
々
、
力
画
希
、
再
三
携
漉
始
慮
知
」

3
虚
堂
鎌

「卓
主
杖
、
力
回
稀
、
咄

湊
々
」

(
傍
註
云
、
若
張
解
、
是
大
活
機
用
也
ト
ア
リ
)

4

貞
和
集

.「
一
封
駒
人
双
碧
眼
、
眉
間
掛
劒
力
章
希
」

5
恵
曉
騨
師
上
堂

「
聲
薗

一
句
量
外
機
、
三
八
九
力
四
希
伽
費
鏡
當
甕
不
鑑
、
云

々
」

6
月
航
録

「
咄

々
力
幽
希
.
這
箇
是
不
渉
耳
目
、
語
鑑
情
忘
底
之

一
句
頭
也
」

等
の
如
く
、
い
つ
れ
も
蓮
宗
賛
鑑
に
見
る
後
曇
大
師
り
説
の
如
き

「
忽
然
心
華
開
襲
」
な
る
心
理
的
経
駿
を
表
現
す
る
と

見

る

よ

b

は
,

「
悟
の
當
艦
」
即
ち

「蒙

小
彫
之
心
印
そ
の
も

の
」
を
直
桜
具
齢

に
活
現
す
る
活
句
的
表
現
と
見
る
べ
き
か
至
當
の
檬
で
あ
る
。

一

一



=

一

要
結
。
以
上
に
よ
つ
て
明
か
な
る
如
く

「
力
口
」
が
よ
し
吻
の
分
字
な
り
と
す
る
、
四
字
そ
の
も
の
が
已
に

(
イ
)
擬
音
語
と
し
て
の

囲

、
及
び

(
ロ
)
擬
昔
の
畿
現
的
由
來
よ
り
生
す
る

一
語
義

「
心
華
開
食
の
維
験
」
と

し

て

の
趾
、
な
る
二
様

の
用
途
あ
り
、
從
つ
て

「力
口
希
」
の
場
合
は

(
イ
)
の
用
途
と
考

へ
ら
れ
、
そ
の
用
例
の
示
す
如
く

(
・
)
の
場
合
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
。

(分
宇
に
非
す
と
す

る
場
合
は

一
暦

(
ゆ
)
の
意
味
は
含
む
で
來
な
い
。
)

五

「
力
口
」
は
果
し
て
四
の
分
字
な
る
か
。

碧
岩
録
古
抄
に

「力
ロ
ノ
コ
字

ハ
四
ノ
字

ノ
分
宇
也
、
希

ハ
助
字
、
力
口
希
ト
云
フ
モ
「
ヱ
イ
」
ト
云

フ
義
也
」
ど
あ
り
.
擬
晋
宇

「
羽
」

が
、
力
國
と
な
り
、
更
に
襲
晋
助
詞

「
希
」
が
添
え
ら
れ
力
口
希
と
な
つ
た
も
の
で
あ
り
、
力

口
稀
と
あ
る
も
實

は

「
蝕
」

一
宇
と
見
る
,

べ
き
も
の
と
す
る
考

へ
も
、
感
投
詞
的
擬
音
宇
と
し
、
用
例

に
微

し
て
肯
く
べ
き
設
の
様
に
思
は
れ
る
。

又
、
文
字
上
戯
れ
と
し
て
試
み
ら
る
Σ

「
松
字

ヲ
公
木
」

「
泉
字
ヲ
白
水
」

と
分
字
す
る
如
く

(
千
宗
守
著
利
休
居
士
の
茶
道
、

岬
〇
七

頁

)
囲
を
何
等
か
の
必
要
に
よ
り
力
口
と
分
序
せ
る
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
力
口
は
』
と
同

一
也
と
す
る
読
も
、

一
慮
肯
き
得
る
読
の
如

く
・考

ヘ
トワ
.れ
ーる
。

然
し
、
力
口
ど布
が
力
酉
希
と
晋

の
類
似

に
よ
つ
て
混
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
考

へ
る
時
。
碧
岩
録
抄
の
意
見
が
信

用
あ
る
典
擦
を
明
示
せ

す

、
俗
説
に
非
ざ
る
か
を
疑
ふ
飴
地
あ
る
を
考

へ
る
時
。
考
讃
至
ら
ざ
る
な
き
學
匠
激
忠
騨
師
も
力
口
が
回
の
分
字
な
る
点
に
何
等
言
及

せ
ざ
る
を
考
ふ
る
時
。
こ
の
分
字
読
は
愛
當
な
り
や
否
や
早
急
に
決
定
致
し
難
い
檬
に
も
思
は
れ
る
。

六

力
口
希
.
力
爵
希
、
力
幽
喘
、
力
園
規
、

等
の
字
義
を
各
別
な
り
と
す
る
論
。



今
井
輻
山
師
は
、
縄
宗
誌
第
四
六
巻
第
九
號

「
利
休
翁
の
遺
偶
」
な
る
文
中
に
於
て

1
力
園
希
は
、
蜀
の
方
言
で

「
リ
イ
ク
」
と
讃
み
身
力
の
稀
少
な
る
義
、
即
ち
血
氣
の
欠
亡
せ
る
事
。

2

力
幽
希

は
、
茶
事
三
昧
中
、
幽
地

一
聲
大
悟
す
る
茶
道
人
が
稀
な
る
義
で
、
力
園
希
と
力
団
希
と
は
全
然
そ
の
旨
を
異
に
せ
り
。

3
力
園
規
は
、
蜀
の
方
語
、團
は
園
続

の
義
、規
は
分
廻
し
で
圓
満
…の
義
、
故
に
弾
語
で
は
道
力
が
心
中
に
充
満
し
て
ゐ
る
こ
と
。

4

力
章
希
は
、
宋
代
洪
洲
の
方
語
、
章
は
偉
の
義
、
殊
勝
な
偉
力
の
あ
る
こ
と
。

ぺ

　

5

力
罰
嚇
は
、
洛
陽
語
の
閉

口

(方
語
音
)
を
蜀
で

「
リ
カ
ク
」
と
云
ぴ
,「
咄
哉
口
で
読
く
と
こ
ろ
は
な
い
、
本
來
面
目
露
堂

々
」
の

意
。

.
等
と
読
か
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
ら
籔
種
の
類
似
語
は
道
忠
輝
師
の
考
鐙
の
如
く
、
雲
門
録
に
よ
つ
て

「
力
口
希
」
の

一
種
と
考

へ
ら
.る
玉

時

、
獲
音
に
よ
ら
す
、
文
宇
の
相
異
よ
り
す
る
義
解
に
は
肯
き
難

い
も
の
が
あ
る
。
然
も
今
井
師
の
読
は
、
自
己
の
猫
断
を
弄
し
過
ぎ
科

學

的
究
明
に
乏
し
き
憾
み
あ
り
、
直
ち
に
首
肯
致
し
難
く
、
猫
專
門
家
の
検
討
を
侯
つ
べ
き
も
の
と
思
ふ
。

要
結
。
さ
て
「
力
口
希
」
一
聯
の
相
似
語
は
、
寧

ろ
感
投
詞
的
嚢
聲
音
の
語
と
し
て
、.使
用
め
場
巾
に
よ
り
多
少
そ

の
表
現
せ
ん
と
す
る

ぽ

が

内
容
を
異
に
す
る
も
、
略
相
似
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
り
、
月
航
録

に
云

へ
る
如
く

「
這
箇
是
不
渉
耳
目
、
語
盤
情
忘
底
之

げ
句
頭
也
」

と
見
る
を
最
も
安
當
と
す
べ
き
様
に
考

へ
ら
れ
る
。
從
つ
て
こ
れ
ら
の
語
は
、
襲
聲
音
そ
の
儘
を
受
け
取
る
べ
き
性
質
の
も
の

(
勿
論
そ

の
表
現
内
容
は
時
と
場
合
に
よ
り
異
る
も
)
で
あ
り
、
概
念
的
に
別
個
の
語
義
を
直
接
も
つ
も
の
で
は
な
い
様
に
思
は
れ
る
。

う

り

を

　
　　

り

を

　

　

註
、
和
訓
略
解
灘
林
句
集
の
著
者
山
本
師
が
、
力
回
希
と
云
ふ
古
來
の
音
訓
を
・「力
四
希
」
と
故
意
に
改
め
、
四
地

一
聲
の
意
に
解
せ

ら
れ
し
事
は
、
今
井
師
の
読
.に
從
ふ
も
の
で
あ
つ
て
、
寧

ろ
誤
で
あ
る
と
思
ふ
。

七

以
上
全
篇
…の
「線
結

△

「
力
口
希
」
は
古
來
激
種
の
類
似
す
る
語
形
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
雲
門
録
を
擦
り
ど
こ
ろ
と
し

「
力
口
希
」
を
原
形
と
す
る
も
の
と

考

へ
ら
れ
る
。
(口
は
園
の
古
字
と
し

て
「
力
園
希
」
の
語
形
も
肯
け
る
課
で
あ
る
。
)

=
二



【
四

△

「
力
緻
希
」
の
音
訓
は
、
古
來
の
讃
み
傳

へ
の
如
く

「
リ
キ
イ
キ
」
と
讃
む
こ
と
が
安
當

の
様
に
考

へ
・ら
れ
る
。

△

「
力
口
希
」
が

「
力
四
希
」
と
書
か
れ
て
ゐ
る
事
は
、
文
字
の
相
似
に
も
よ
る
が
、
擬
音
文
字
と
し
て
獲
音
の
相
似
よ
り
來
る
混
用

の

如
く
に
も
考

へ
ら
れ
る
。

り
き

そ

を

△

「
力
口
希
」
は
、
襲
聲
音
を
そ
の
儘
受
け
取
り
、
そ
こ
に

「
言
亡
慮
絶
の
人
格
の
活
現
」
を
見
る
べ
き
が
輝
的
で
あ
つ
て
、
語
義
を
解

繹
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　
　

・△
力
口
は
画
の
分
字
で
あ
り
、
希
は
助
宇
で
あ
り
、

「
力
口
希
」
'と
あ
る
も

「
四
」
と
同

一
也
と
し
、
感
投
詞
的
無
義
音
語
と
す
る
意
見

は
、
前
項
の
意
味
に
於
て
.肯
き
得
る
も
、

「
回
地

一
聲
、
心
華
開
襲
」

の
義
と
す
る
意
見
は
、

「
力
口
希
」

の
場
合
ま
つ
無
理
の
如
く

考

へ
ら
れ
る
。

八

 

附

言

以

止
に
よ
つ
七

大
膣
利
休
居
士
遺
偶
中
の
「
力
回
希
」
に
就
て
の
検
討
は
、私
と
し
て

一
慮

の
結
論
を
得
た
様
に
考

へ
る
。

從

つ
て
次
に
遺
偶
全
句
の
解
繹
に
移
る
べ
き
順
序
で
あ
る
が
、
中
心
と
な
る
語
句
の
槍
討
を
絡
つ
た
以
上
、
己
に
定

め
ら
れ
た
頁
数
を
超

過
し
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
は
別
の
機
會
に
譲

る
こ
と
と
す
る
。
然
し
次
の
激
行
を
附
言
し
て
置
き
度

い
。

近
年
襲
表
せ
ら
れ
し
敷
多
き
利
休
居
士
遺
偶
の
註
解
の
う
ち
、
最
も
代
表
的
な
る
も
の
が
四
篇
あ
る

1
茶
道
、
せ
エ
ら
ぎ
誌
、
第
三
巻
第
四
號
所
載
。

2
輝
宗
誌
、
第
四
六
巻
第
九
號
所
載
、
今
井
幅
山
師
。

3
茶
道
百
話
及
武
者

の
小
路
所
載
、
近
重
眞
澄
氏
。

4
利
休
居
士
の
茶
道
、
蹉
世
の
章
、
千
宗
守
浅
。

以
上
の
四
篇
を
見
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
出
入
あ
り
と
す
る
も
大
体
大
同
小
異
で
あ
つ
て
、
あ
り
ふ
れ
た
文
宇
上

の
義
解
に
過
ぎ
す
、

遺
憾
な
が
ら
豊
か
な
繹
的
含
み
の
無
い
も
の
で
る
と
私
は
考

へ
て
ゐ
る
。


